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Abstract
In Japan, many children are confused about the big gap in their elementary school
life just after the kindergarten life. There are many differences of childrenʼs environment
such as their playing, time schedule and relationships among friends between
kindergartens and elementary schools. Especially the change on physical activity is
remarkable. However, few studies have investigated the difference in physical activity
between kindergarten and elementary school. Therefore, the purpose of this study is to
verify the differences in physical activities between kindergarten and elementary school
students using step counts and energy consumption as indices of physical activity. As a
result of the survey, both step counts and energy consumption showed higher values in
kindergarten children. Hence, it is conceivable that the amount of physical activity has
decreased markedly after entering elementary school. In conclusions, it is suggested that
it is necessary to construct a model considering physical activity amount for smooth
transitions between kindergartens and elemantary schools.
Ⅰ はじめに
我が国では 1990 年代後半から、小学校⚑年生
の教室において、授業が成立しない、子どもがす
ぐにパニックに陥るなどといった⽛小⚑プロブレ
ム⽜と呼ばれる幼稚園と小学校との間での子ども
の不適応現象が問題として議論されてきた。しか
し、湯川（2010）は幼稚園の歴史研究の中で、幼
稚園と小学校の連携について⽛古くて新しい問題⽜
としている。湯川の報告によると、その始まりは、
フレーベルによる幼稚園創設期から考えられてい
たとされる。フレーベルは 1840 年に幼稚園
（kindergarten）を創設するが、同時に幼稚園から
学習学校（小学校）の間に学校教授の形はとらな
い⽛媒介学校⽜を構想している。その後、欧米で
はフレーベルの考え方をもとに、小学校の中に⽛接
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続級（pre-school）⽜を置くことで、幼稚園と小学
校を結ぶ教育段階を設定するようになる。日本に
おいても東京女子師範学校の附属幼稚園において
幼小の連絡が問題となり、創設された 1876 年の
わずか⚕年後に幼稚園の最上級を⽛幼稚園の遊戯
世界と小学校の教課世界とを接続⽜するための⽛接
続級⽜と見なして小学校初年級の教育課程との共
通化を図っている。1897 年のフレーベル会主催
の講演において、高等師範学校教授の田中敬一は
幼稚園教育への批判を行っている。田中によると、
幼稚園から小学校に入学した子どもたちは入学後
すぐに教師の指導に背くことがあり、また、小学
校では最上の権力があるとする鈴の合図であって
も無視して遊んでいることがあると指摘している
（⽝フレーベル会第三年報告⽞）。この後も、子ども
の小学校教育への不適応の要因として、幼稚園教
育に対する批判がたびたび行われ、幼稚園と小学
校の連携強化の必要性が求められている。このよ
うに、幼稚園設立当初から幼小間の適応について
は問題視されており、今日の幼小連携の課題と同
様の問題として取り上げられている。つまり、幼
小間での不適応問題は幼稚園と小学校の間での解
決されない課題として根本的な問題の焦点は変わ
らずに古くから存在しているものである。現在、
小学校⚑年生での問題行動発生原因には様々な議
論がある。例えば⽛小⚑プロブレム⽜という言葉
を最初に使用した新保（2001）は、子どもたちを
取り巻く社会の変化、親の子育ての変化と孤立化、
変わってきた就学前教育と変わらない学校教育の
段差の拡大、自己完結して連携のない就学前教育
と学校教育の⚔点を原因として挙げている。しか
し、幼児教育・保育の内容や方法が⽛小⚑プロブ
レム⽜の原因であるというデータによる実証はさ
れていないことから、明確な原因の特定には至っ
ていないのが現状である。最近では、⽛小⚑プロ
ブレム⽜を発生させないためには、幼稚園と小学
校の間での教師・保護者の情報交換や共通理解が
不可欠であり、幼小が連携・協力した子どもへの
サポート体制づくりが必要であるという議論が多
い。
現行の幼稚園教育要領では、幼小連携に関わる
記述は、第⚓章第⚑の⽛⚑ 一般的な留意事項⽜
にある⽛（⚙）幼稚園においては、幼稚園教育が、
小学校以降の生活や学習の基盤の育成につながる
ことに配慮し、幼児期にふさわしい生活を通して、
創造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培
うようにすること⽜という部分と、⽛⚒ 特に留意
する事項⽜にある⽛（⚕）幼稚園教育と小学校教育
との円滑な接続のため、幼児と児童の交流の機会
を設けたり、小学校教師との意見交換や合同の研
究の機会を設けたりするなど、連携を図るように
すること。⽜という部分が該当する。⽛一般的な留
意事項⽜は子どもの育ちに関わる内容であり、⽛特
に留意する事項⽜は学校間の接続に関わる内容で
ある。幼稚園教育での目標は学びの方向性や子ど
もの自立に関わる内容であるが、一般的な留意事
項の⽛基礎を培う⽜という表現は就学へ向けた園
児が備えるべき到達目標であるような表現となっ
ている。一方で、小学校学習指導要領で幼小連携
に触れる部分は、第⚑章総則の第⚔の⽛⚑ 一般
的な留意事項⽜における⽛（12）学校がその目的を
達成するため、地域や学校の実態等に応じ、家庭
や地域の人々の協力を得るなど家庭や地域社会と
の連携を深めること。また、小学校間、幼稚園や
保育所、中学校及び特別支援学校などとの間の連
携や交流を図るとともに、障害のある幼児児童生
徒との交流及び共同学習や高齢者などとの交流の
機会を設けること⽜という部分が該当する。この
ように幼稚園と小学校との間で教育制度として連
携を図ることが強調されている。また、⽛保育所
や幼稚園等と小学校における連携事例集⽜（文部
科学省 厚生労働省 2009）では、子ども同士の
交流活動、教職員の交流、保育課程・教育課程の
編成や指導方法の工夫といった実践例が多く紹介
されており、保幼小が連携することで子どもの円
滑な移行の助けとなるとしている。
上記のように幼保小での連携についてはその重
要性が広く認識されてきているが、実際に幼稚
園・保育所と小学校との間にどのような違いや段
差があるのかについては多くの議論がある。神長
（2006）は子どもたちが小学校に入学する際に遊
びを中心とする生活から時間割に基づく学習に移
行する難しさがあるとしている。また、秋田
（2003）は、幼稚園の⽛健康⽜⽛人間関係⽜⽛環境⽜
⽛言葉⽜⽛表現⽜の⚕領域を基礎とした教育課程の
編成と、教科ごとに学習すべき内容を定めている
小学校の教育課程が、幼稚園と小学校全体の文化
などに顕著な相違を生み出しているのではないか
としている。秋田はこの相違を⽛段差⽜として、
⽛段差に伴う困難の低減⽜が必要であると主張し
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ている。その中でも、酒井ら（2011）は、幼児教
育のねらいが生活や遊びを通して総合的に達成さ
れていくものであり、特に遊びが中心となってい
るのに対し、小学校教育では各教科等の学習が中
心となるという、子どもたちの生活や身体活動に
違いがあると指摘している。
しかしながら、実際に幼稚園児たちと小学校児
童たちの身体活動量にどの程度の差があるのかに
ついて検証した報告はみられない。そこで、本研
究では幼稚園と小学校の子どもたちを対象として、
それぞれの実際の身体活動量を比較し、身体活動
という視点から幼稚園と小学校の違いについて検
証することを目的とした。
Ⅱ 研究の方法
⚑．対象園・対象校と対象園児・児童
対象となったのは札幌市立幼稚園の年長組⚑学
級（男児 16 名、女児 15 名）と、札幌市立小学校
の⚑学年⚑クラス（男子 15 名、女子 15 名）であっ
た。対象となった幼稚園児・小学校児童について
は、身体活動量におけるエネルギー消費量の算出
のために身長と体重を事前に測定している。対象
となる幼稚園児・小学校児童本人には、担任教諭
を通して調査への参加を拒否することができるこ
とを説明している。また、保護者に対しては事前
に書面での説明と、保護者会での口頭による説明
を実施し、参加は任意であること、園児・児童に
危険がないこと、通常の園・学校生活に支障のな
い調査であることを説明している。
⚒．調査期間
調査は 2014 年 12 月から 2015 年の⚑月にかけ
て実施した。調査は幼稚園では午前中は自由遊び
が中心となる平均的な⚒日間、小学校では午前中
の⚓時間目（10：45～11：30）に体育のある⚒日
間と体育のない⚒日間の合計⚔日間で調査を行
なった。測定データについては、それぞれ⚒日間
の平均を算出し、代表値とした。幼稚園と小学校
のタイムスケジュールを図⚑に示した。
⚓．調査内容
本調査では、幼稚園児と小学校児童を対象とし
て登園・登校直後から降園・下校直前までの歩数
及びエネルギー消費量（kcal）を測定した。歩数
とエネルギー消費量の測定にはオムロン社製の活
動量計Active Style Pro を使用した。体育授業に
よる身体活動量への影響が考えられるため、体育
授業のない日とある日で⚒日ずつ HJA-350IT を
使用した。小学校では体育授業がある日に⚒回、
体育授業が無い日に⚒回の計⚔回の測定を行って
いる。身体活動量については、歩数とエネルギー
消費量について⚑時間ごとに測定を行った。対象
となる幼稚園児と小学校児童には、活動量計をズ
ボンもしくはスカートの腰の位置に装着し、ク
リップで落ちないように固定するように指示した。
また、園児・児童本人に対して活動量計の装着を
拒否することができることを学級担任から口頭で
説明した。歩数とエネルギー消費量については、
登校時から下校時までの⚑時間ごとのデータを算
出することとした。⚘時台と 15 時台については
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図⚑ 幼稚園と小学校のタイムスケジュール
登校時間・下校時間の関係から、⚑時間いっぱい
の計測ができないため今回の調査の対象とはせず、
⚙時台、10 時台、11 時台、12 時台、13 時台、14
時台についてそれぞれのエネルギー消費量と歩数
を計測し、その合計値についての統計処理を行っ
た。
⚔．分析方法
幼稚園児、小学校児童（体育なし）、小学校児童
（体育あり）の群に分け、測定した歩数とエネル
ギ ー 消 費 量 の 値 を 9：00～12：00 を 午 前、
12：00～14：00 を午後の測定値とした。それぞれ
の測定値について幼稚園、小学校（体育なし）、小
学校（体育あり）の⚓群間での分散分析を行なっ
た。また、分散分析の結果、有意差が認められた
場合には多重比較を行い、群ごとの差を検証する
こととした。有意水準はそれぞれ⚕％とした。
Ⅲ 結果と考察
⚑．歩数の違い
午前の歩数では、幼稚園児群、小学校児童（体
育なし）群、小学校児童（体育あり）群での分散
分析の結果、有意な差が認められた（F(2, 88)＝
226.3、p＜.001）。多重比較の結果では、⚓群そ
れぞれの間での有意差が認められ、幼稚園児の歩
数が 4525.6 歩ともっとも多く、体育のない日の
小学生が 904.0 歩ともっとも歩数が少なかった
（図⚒）。特に幼稚園では、朝の登園後からすぐに
自由保育の時間であり、子どもたちは自由に遊ぶ
ことができるため、歩数が多くなっていると考え
られる。一方で、小学校では体育のない日の歩数
が 1,000 歩に満たないことから、小学校の教室で
の学習をベースとした生活は、幼稚園での午前中
の活動的な生活と大きな違いがあると言える。
続いて午後の歩数について、幼稚園児群、小学
校児童（体育なし）群、小学校児童（体育あり）
群での分散分析の結果、有意な差が認められた
（F(2, 88)＝38.2、p＜.001）。多重比較の結果で
は、⚓群それぞれの間での有意差が認められ、幼
稚園児の歩数がもっとも多くなっていた（図⚓）。
午後の歩数についても幼稚園が 2122.9 kcal と最
も高く、小学校の体育のない日を大きく上回って
いた。
⚒．エネルギー消費量の違い
午前のエネルギー消費量では、幼稚園児群、小
学校児童（体育なし）群、小学校児童（体育あり）
群での分散分析の結果、有意な差が認められた
（F(2, 88)＝75.0、p＜.001）。
多重比較の結果では、⚓群それぞれの間での有
意差が認められ、幼稚園児のエネルギー消費量が
─ 134 ─
図⚒ 午前（⚙：00-12：00）の歩数 図⚓ 午後（12：00-14：00）の歩数
小学生よりも多く、体育のない日の小学生がもっ
ともエネルギー消費量が少なかった（図⚔）。
次に午後のエネルギー消費量の差を分散分析で
検証したところ有意差が確認された（F（2, 88)＝
15.2、p＜.001）。その後の多重比較の結果では、
幼稚園と小学校（体育あり）、小学校（体育なし）
と小学校（体育あり）との間に有意な差が確認さ
れた（図⚕）。幼稚園と小学校（体育なし）との間
には有意差は認められなかった。
これらのことから、幼稚園は小学校と比較して、
子どもたちにとってかなりの運動量がある生活で
あることがわかる。しかし、小学校入学後は歩数
とエネルギー消費量が大きく減少してしまうこと
も推察される結果となった。この身体活動量の大
幅な減少が、幼稚園と小学校との間での段差と
なって、子どもたちの学校への適応の障害になっ
ていることも考えられる。香川大学教育学部
（2010）は、小学校の教室内に自由遊びが可能な⽛コ
ミュニケーションスペース⽜を設置し、幼稚園を
卒業して小学校入学したばかりの子どもたちに自
由遊びの時間を提供することで、小学校への適応
問題が改善されたという報告をしている。このこ
とからも、幼稚園での活動的な生活リズムと小学
校入学後の身体活動量の少ない生活との間をいか
にスムーズに移行できるかが幼稚園と小学校との
接続の上で重要な課題であると考えられる。
Ⅳ まとめ
本研究では、幼稚園と小学校との間での身体活
動量の違いについて、歩数とエネルギー消費量の
視点から比較を行い、幼稚園と小学校の生活での
違いを明らかにすることを試みた。その結果とし
て、幼稚園では子どもたちは身体的に活動的であ
るが、小学校入学後は身体を動かす機会が減少し
ていることが確認された。特に、体育のない日で
はほとんど身体を動かす時間が取れておらず、幼
稚園と小学校では大きな段差となっている。
ただ、今回の調査では短期間での測定であるこ
と、横断的な調査であること、性差の影響につい
て検証していないなど、課題の多い研究である。
今後は厳密な条件設定や、質的なアプローチなど
を用いた詳細な検証が必要であると考える。
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